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上街・高知街・小高坂
（（医）仁生会）

5,569名

下知・五台山・高須
（（医）山口会）

7,320名

布師田・一宮
（（医）仁生会）

7,145名

旭
（（医）恕泉会）

10,716名

潮江
（（株）ｱｲ･ｴﾑ･ｼｰ）

8,174名

三里
（（社）海の里）

4,081名

秦
（（医）防治会）

4,783名
初月・鏡

（（社）山寿会）
4,540名

朝倉
（（社）長い坂の会）

7,891名

鴨田
（（医）ｱｰｸ･ｹｱ）

7,518名

長浜・御畳瀬・浦戸
（（社）ＣＩＪ）
9,077名

南街・北街・江ノ口
（直営）
7,436名

大津・介良
（（医）厚愛会）

5,967名
春野
（直営）
5,283名

地域包括支援センター体制（完成形）

■

■

■

■：地域包括支援センター
●：基幹型出張所（土佐山），基幹型支部（南部）
◆：基幹型地域包括支援センター

■

■■

■

■

■

■

■

◆

※土佐山
375名

※土佐山は直営にて出張所を継続

は令和２年２月配置 は令和３年２月配置

●

■

■

■

基幹型
（直営）

■
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地域包括支援センターの役割
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①総合相談・支援
住み慣れた地域で、その人らしくいきいきと生活することができるように、地
域のさまざまな社会資源を使って、高齢者の生活を総合的に支えます。

②権利擁護，高齢者虐待防止支援

高齢者の人権や財産を守るために，権利擁護事業・成年後見制度の活用
支援，虐待の防止や早期発見を進めていきます。

③地域の関係機関の連携とケアマネジャー支援など

医療・保健・福祉等の関係機関の連携や地域のネットワークづくりを進め，
困難事例に対する支援などを行います。

④介護予防ケアマネジメント・介護予防支援

健康･介護予防講座，いきいき百歳体操支援などの介護予防事業や，訪問
型・通所型等の生活支援サービスのケアマネジメントを行います。
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出張所の主な業務

○総合相談・支援
全般の問い合わせについて相談を受け，適切な支援等

を行います。

○地域における介護予防の啓発等
いきいき百歳体操の開催支援や介護予防講座開催など

介護予防に関する知識や実践の普及を行います。
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ご近所にこのような高齢者はいらっしゃいませんか？

・郵便物や新聞が郵便受けにたまっている

・家を訪問しても顔を出してくれない

・最近，外出している姿を見かけなくなった

・夜になっても家に明かりがつかない

・話をすると，知り合いがいないと悩んでいた

・最近引越してきたけど周囲になじめていないようだ

・姿は見かけるが庭の手入れがされなくなったり洗濯物も干されなくなった

・服装が不自然なまま外出している

・最近，顔色も悪く，やせてきて元気がない など

気になる事があれば、地域包括支援センター又は出張所までご連絡くださ
い。
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高知市が目指す地域包括ケアシステム
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介護が必要になったら・・・

自立した生活をめざした支援

健康づくり
社会参加

医療が必要になったら・・・

生活を支える医療

高知市がめざす地域包括ケアシステムの姿（イメージ図）

わたし

いつまでも元気で暮らすために・・・
地域でできる限り自立した生活を送るために・・・

いきいき・

かみかみ・
しゃきしゃき
百歳体操

ボランティア
活動

宅老所

老人クラブ

シルバー人
材センター

集う場

自治会
活動

在宅系サービス 施設系サービス

地域

地域福祉コーディネーター
生活支援コーディネーター

認知症初期集中支援チーム

在宅医療介護
支援センター

自立をめざす介護予防サービスの提供

健康づくり
活動

生活支援サービスの充実

自立をめざすケアマネジメントの実施

ＮＰＯ

かかりつけ医・かかりつけ歯科医・
かかりつけ薬局の普及

急性期から在宅医療までの連携

在宅医療の提供

行方不明防止の
ネットワークづくり

認知症
カフェ

見守り・支え合い

こうち笑顔
マイレージ

地域包括支援センター

認知症地域支援推進員

ケアマネジャー

地域ケア会議
市民や医療・介護等
様々な関係団体ととも
に，地域の課題抽出を
行い，課題解決に向け
て取り組んでいきます。

暮らしの支援
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地域支援事業
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⽣活⽀援コーディネーター
u ⾼齢者のニーズとボランティア等の地域資源とのマッ
チングにより，多様な主体による⽣活⽀援を充実

在宅医療・介護連携
u 地域医師会等との連携により，在宅医療・介護の⼀体
的な提供体制を構築

地域ケア会議
u 多職種協働による個別事例のケアマネジメントの充実
と地域課題の解決による地域包括ケアシステムの構築

認知症初期集中⽀援チーム
u 早期診断・早期対応等により，認知症になっても住み
慣れた地域で暮らし続けられる⽀援体制づくりなど，
認知症施策を推進

包括的⽀援事業に４つの新たな事業が追加

地域包括⽀援センター・出張所の業務について

⼀般介護予防事業
u介護予防普及啓発事業（介護予防活動の普及・啓発を⾏う）
u 地域介護予防活動⽀援事業（地域における住⺠主体の介護予防活動の育成・⽀援を⾏う）

地域包括⽀援センター

権利擁護業務
u成年後⾒制度の活⽤促進，⾼齢者虐待への対応など

包括的・継続的ケアマネジメント⽀援業務
u「地域ケア会議」等を通じた⾃⽴⽀援型ケアマネジメン
トの⽀援

uケアマネジャーへの⽇常的個別指導・相談
u⽀援困難事例等への指導・助⾔

介護予防⽀援
u要⽀援者に対するケアプラン作成
※居宅介護⽀援事業所への委託が可能

介護予防ケアマネジメント業務
u総合事業対象者に対する介護予防ケアプランの作成など

総合相談⽀援業務
u住⺠の各種相談を幅広く受け付けて，制度横断的な⽀援
を実施

包
括
的
⽀
援
事
業

uセンターが包括的⽀援事業の４つの事業に⼀体的に取り組むことを前提として，地域住⺠の利便を考慮し，地域の住⺠に⾝近なと
ころで相談を受け付け，センターにつなぐための窓⼝（ブランチ）として設置可能（⽼計発第1018001号厚⽣労働省⽼健局計画課
⻑等通知「地域包括⽀援センターの設置運営について」）

u社会福祉⼠，保健師⼜は地域保健等の経験のある看護師，主任介護⽀援専⾨員，介護⽀援専⾨員を１⼜は２名配置
u主な業務は，⾼齢者の総合相談業務及び介護予防の普及啓発事業
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介護が必要になったら・・・

自立した生活をめざした支援

健康づくり
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ＮＰＯ

かかりつけ医・かかりつけ歯科医・
かかりつけ薬局の普及

急性期から在宅医療までの連携
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認知症
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認知症地域支援推進員

ケアマネジャー

地域ケア会議
市民や医療・介護等
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暮らしの支援

在宅医療・介護連携事業

認知症総合支援事業

生活支援体制整備事業

地域ケア会議の開催

介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業

包括的支援事業
（地域包括支援センター運営）
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介護予防・生活支援サービス事業

13



１．総合事業の概要

Ø旧介護予防訪問介護・通所介護は総合事業へ移⾏し，要⽀援者等に対して必要な⽀援を⾏う
「介護予防・⽣活⽀援サービス事業」（介護保険法に基づく第１号事業）に位置づけられた。

①訪問介護
(現⾏の訪問介護相当）

②訪問型サービスＡ
（緩和した基準によるサービス）

③通所型サービスＢ
(住⺠主体による⽀援)

④訪問型サービスＣ
(短期集中予防サービス)

⑤訪問型サービス
(移動⽀援)

②通所型サービスＡ
(緩和した基準によるサービス)

①通所介護
(現⾏の通所介護相当)

③訪問型サービスＢ
(住⺠主体による⽀援）

④通所型サービスＣ
(短期集中予防サービス)

総合事業の構成及びサービス内容等

訪問型サービス
(第1号訪問型事業)

通所型サービス
(第1号通所型事業)

その他の⽣活⽀援サービス
(第1号⽣活⽀援事業)

介護予防ケアマネジメント
(第1号介護予防⽀援事業)

⼀般介護予防事業

介護予防・⽣
活⽀援サービ
ス事業

介護予防・
⽇常⽣活⽀援
総合事業

※実施検討中
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①旧介護予防訪問介護に相当するサービス（訪問介護員等によるサービス）

訪問型サービス

要支援者の居宅において、介護予防を目的として、訪問介護員等により行われる入浴、排せつ、食事等の身体介護や生活援助を行うもの。

要支援者の居宅において、介護予防を目的として、主に雇用されている労働者（訪問介護員又は一定の研修受講者）が行う生活援助のサービス

（事業費：サービス１回の利用につき2,000円（200単位））
例）調理、掃除等やその一部介助、重い物の買い物代行や同行

要支援者の居宅において、介護予防を目的として、主に住民ボランティア等、住民主体の自主活動として行う生活援助の多様な支援

例）買い物代行、調理、電球の交換、布団干し、階段の掃除

閉じこもり等の心身の状況のために通所による事業への参加が困難で、訪問による介護予防の取り組みが必要と認められる者を対象に、保健・医療
専門職がその者の居宅を訪問して、その生活機能に関する問題を総合的に把握、評価し、社会参加を高めるために必要な相談・指導等を実施する短
期集中予防サービス。

保健・医療専門職：保健師、看護職員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛生士等

通院等をする場合における送迎前後の付添支援
通所型サービスや一般介護予防事業における送迎を別主体が実施する場合の送迎

②主に雇用されている労働者により提供される、旧介護予防訪問介護に係る基準よりも緩和した基準によるサービス（訪問型サービスＡ）

③有償・無償のボランティア等により提供される住民主体による支援（訪問型サービスＢ）

④保健・医療の専門職により提供される、３～６か月の短期間で行われるサービス（訪問型サービスＣ）

⑤介護予防・生活支援サービス事業と一体的に行われる移動支援や移送前後の生活支援（訪問型サービスＤ）
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①旧介護予防通所介護に相当するサービス（通所介護事業者の従事者によるサービス）

通所型サービス

要支援者等について、介護予防を目的として、施設に通わせ、当該施設において、一定の期間、入浴、排せつ、食事等の介護等の日常生活上の支
援及び機能訓練を行うもの

高齢者の閉じこもり予防や自立支援に資する通所事業。

例）ミニデイサービス、運動、レクリエーション活動

住民主体による要支援者等を中心とした定期的な利用が可能な自主的な通いの場づくり。

例）体操、運動等の活動、趣味活動等を通じた日中の居場所づくり、定期的な交流会、サロン、会食

個人の活動として行う排せつ、入浴、調理、買物、趣味活動等の生活行為に支障のある者を対象に、保健・医療の専門職が、居宅や地域での生活環
境を踏まえた適切な評価のための訪問を実施した上で、おおよそ週１回以上、生活行為の改善を目的とした効果的な介護予防プログラムを実施する、
短期集中予防サービス。

保健・医療専門職：保健師、看護職員、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛生士等

③有償・無償のボランティア等により提供される住民主体による支援（通所型サービスＢ）

④保健・医療の専門職により提供される、３～６か月の短期間で行われるサービス（通所型サービスＣ）

②主に雇用されている労働者により又は労働者とともにボランティアが補助的に加わった形により提供される旧介護予防通所介護に係る基準よりも
緩和した基準によるサービス（通所型サービスＡ）
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訪問型サービスＣ事業
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訪問型サービスＣ事業とは・・・？

高齢者が住み慣れた地域や自宅で，できる限り自立
した生活を送ることができるよう，リハビリテーション
専門職を個人宅に派遣し，生活機能の向上（ＡＤＬ・Ｉ
ＡＤＬの自立）や身体機能維持のために，地域の体
操会場や地域の社会資源への参加を支援する。
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そもそも・・・

介護保険法第１条

（目的）

第一条 この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等によ
り要介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及
び療養上の管理その他の医療を要する者等について、これらの者が尊厳を
保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必
要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため、国民の共
同連帯の理念に基づき介護保険制度を設け、その行う保険給付等に関して
必要な事項を定め、もって国民の保健医療の向上及び福祉の増進を図ること
を目的とする。
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現状と課題

・入院中のリハビリは家での生活が視野に入っていないことが多い。
・退院後は安静に療養するという固定概念
・本人も家族も退院後にどうすればいいのか分からない。
・家で過ごすことが多くなりがち
・体力が落ちていく
・それでも本人や家族はどうすればいいのか分からない。

専門職の関与 ⇒ 最適なサービス提供
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高知市訪問型サービスＣ事業

１ 根拠法

・介護保険法第115条の45第１項第１号イ
・地域支援事業実施要綱別記１総合事業（１）介護予防・生活支援サービス事業イ各
論（ア）訪問型サービス④保健・医療の専門職により提供される、３～６か月の短期
間で行われるサービス（訪問型サービスＣ）

２ 概要

高齢者が住み慣れた地域や自宅で，できる限り自立した生活を送ることができるよう，
リハビリテーション専門職を個人宅に派遣し，生活機能の向上（ＡＤＬ・ＩＡＤＬの自立）
や身体機能維持のために，地域の体操会場や地域の社会資源への参加を支援する。

３ 対象者

高知市の支援する高齢者で事業対象者，要支援１，要支援２の認定がある者で，退
院直後や外出支援等，生活に何らかの課題があり、短期集中的に支援することによ
り生活機能の向上が見込まれ，それにより自宅等での生活継続が可能となる者。
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高知市訪問型サービスＣ事業

４ 実施方法

委託契約（高知市の支援する高齢者宅を訪問可能な法人）

【委託要件】
① 受託事業所に常勤（兼務でも可）のリハビリテーション専門職（理学療法士，作業
療法士）が従事していること

② 在宅生活への支援期間（訪問看護や訪問リハ等の従事期間）が３年以上の者が

１名以上，または高知市地域リハビリテーション活動支援事業の従事経験のある者
がいること

③ 高知市が実施する「訪問型サービスＣ従事者研修会」の受講を修了している者が
いること

①～③の条件を全て満たすリハビリテーション専門職がいること
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高知市訪問型サービスＣ事業

５ 事業内容

⑴ 事業の機能
①アドバイザー業務

対象者の生活環境や能力評価を行い、自宅等での生活を継続するために必要な

生活環境整備（福祉機器の導入や住宅改修），生活範囲拡大のための社会資源の
紹介や参加への働きかけ等を本人や家族，ケアマネジャー等支援者に対して実施。

②能力評価に基づく短期集中支援業務

自宅等で生活するうえで必要な能力を評価し、その能力を付けるために短期集中
的に生活の中で動作獲得に向けた取り組みを行う。

⑵ 支援期間
原則３か月までとし，必要に応じ６か月まで延長可能とする。

支援期間が３か月を超える場合は、高齢者支援課と協議の上，延長可否を決定す
ることとする。
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６ 費用

⑴ 報酬単価

１時間30分未満 １回 11,170円
１時間30分以上 １回 14,170円
初回加算 2,000円
※当該事業所が初めて訪問しアセスメントを実施した場合に算定できる。

⑵ 利用者負担なし
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いきいき百歳体操

27



１．いきいき百歳体操等会場数（令和４年３月末）
いきいき百歳体操：363箇所（前年度より２箇所減）
かみかみ百歳体操：338箇所（前年度より２箇所減）
しゃきしゃき百歳体操：256箇所（前年度より９箇所減）
２．支援者数
・高知市職員：２名（保健師、理学療法士）
・臨時職員：２名（看護師、歯科衛生士）
・延べｻﾎﾟｰﾀｰ数：1,507名
・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ数：17名（いきいき14名、かみかみ３名、しゃきしゃき０）
３．支援員役割
・高知市職員：体操指導、導入支援、取組啓発、ｻﾎﾟｰﾀｰ活動支援
・臨時職員：体操指導、導入支援
・ｻﾎﾟｰﾀｰ：会場運営
・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：体操指導 28


